
薬 剤 部
原著論文
１ 島ノ江千里，持永早希子，平野和裕，中野行孝，藤戸 博：外来がん化学療法患者の支援における

地域薬剤師の問題点についての検討．日本医療マネジメント学会雑誌 １１巻，３号，１８９‐１９５，２０１０．

２ 平野和裕，江本晶子，田崎正信，中野行孝，藤戸 博：半分に分割された錠剤の持参薬確認に及ぼ

す影響．医療薬学 ３６巻，４号，２５２‐２６１，２０１０．

学会発表
国際規模の学会

１ 岡橋朋世，持永早希子，矢ケ部和美，隅 健次，北原賢二，中野行孝，木村晋也，能代浩和，藤戸

博：Effects of Dose Intensity in Chemotherapy for Advanced Colorectal Cancer Patients on Time to Treat-

ment Failure and Overall Survival. The 23rd Federation of Asian Pharmaceutical Associations Congress. 2010,

11, 5-8. Abstracts p.384.

２ 島ノ江千里，平野和裕，中野行孝，池田豊子，田中恵太郎，藤戸 博：An analysis of Patients’ aware-

ness of health literacy problems in relation to the use of community pharmacists’ counseling services. The

23rd Federation of Asian Pharmaceutical Associations Congress. 2010, 11, 5-8. Abstracts p.589.

国内全国規模の学会

１ 林 章浩，島ノ江千里，岡橋朋世，水田敏彦，藤戸 博：TPN製剤における電解質投与等に関す

る意識調査．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐１４．講演要旨集 p．３６５．

２ 平野和裕，祖川倫太郎，河野 文，中野行孝，永沢善三，三原由紀子，福岡麻美，青木洋介，藤戸

博：カルバペネム系抗菌薬使用申請と同時に感染症医へ初回コンサルトを依頼する許可システムの

有用性について．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐１４．講演要旨集 p．３５９．

３ 飯盛美由紀，入江徹美，持永早希子，山下奈緒美，中野行孝，藤戸 博，松尾宗明，本山敬一，有

馬英俊：ニーマンピック病 C型女児に対して２‐ヒドロキシプロピル－β－シクロデキストリンを

応用した１症例．第３７回日本小児臨床薬理学会．２０１０，１１，２‐３．講演要旨集 p．５３．

４ 河野 文，浦上宗治，中野行孝，祖川倫太郎，曲渕裕樹，福岡麻美，青木洋介，藤戸 博：人工股

関節置換術の緑膿菌感染症に，トブラシン，セフタジジムを投与後，血中，関節液中の薬物濃度を

測定し TDM解析を行った１症例．第２７回日本 TDM学会．２０１０，６，２６‐２７．プログラム抄録集

s１７１．

５ 清武千恵子，祖川倫太郎，河野 文，江本晶子，中野行孝，藤戸 博：人工股関節置換術後感染症

に対する経口抗菌薬の適正について．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐１４．講演要旨集

p．４６３．

６ 岡橋朋世，持永早希子，矢ケ部和美，隅 健次，北原賢二，中野行孝，木村晋也，能代浩和，藤戸

博：UGT1A1＊6ホモ接合体を有する進行・再発大腸癌患者の Irinotecan至適投与量の設定における

Dose Intensity理論の有用性の検討－症例報告－．医療薬学ファーラム２０１０．２０１０，７，１０‐１１．講

演要旨集 p．１７３．

７ 岡橋朋世，持永早希子，矢ケ部和美，隅 健次，北原賢二，中野行孝，木村晋也，能代浩和，藤戸

博：進行・再発大腸癌化学療法における Dose Intensityが治療成功期間及び全生存期間に与える影

響．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐１４．講演要旨集 p．４５１．



８ 島ノ江千里，平野和裕，中野行孝，田中恵太郎，藤戸 博：患者のヘルスリテラシの差が薬局薬剤

師の医療カウセリングの効果に及ぼす影響．医療薬学ファーラム２０１０．２０１０，７，１０‐１１．講演要

旨集 p．１５１．

９ 島ノ江千里，平野和裕，中野行孝，田中恵太郎，藤戸 博：患者のヘルスリテラシーの問題意識と

薬局薬剤師によるカウセリングの活用との関連性の検討．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐

１４．講演要旨集 p．２６５．

１０ 角真太郎，持永早希子，江越正芳，中野行孝，毎熊尚子，矢ケ部知美，荒金尚子，木村晋也，藤戸

博：外来化学療法におけるアプレピタントの有効性と安全性の検討．第２０回日本医療薬学会．２０１０，

１１，１３‐１４．講演要旨集 p．２５６．

１１ 山下奈緒美，持永早希子，角真太郎，中野行孝，松尾宗明，和田幸樹，本山敬一，有馬英俊，入江

徹美，藤戸 博：ニーマンピック病 C型治療薬としての２‐ヒドロキシプロピル－β－シクロデキ

ストリン注射剤の院内製剤化の検討．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐１４．講演要旨集

p．４２６．

１２ 横尾広美，江本晶子，中野行孝，藤戸 博：スルファメトキサゾール・トリメトプリム合剤の予防

投与の実態と副作用発現の関連性．第２０回日本医療薬学会．２０１０，１１，１３‐１４．講演要旨集 p．２６１．

地方規模の学会

１ 江越正芳，持永早希子，平野和裕，藤戸 博：がん化学療法における処方支援システムの構築とリ

スクマネジメントに対する有用性の検討．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．

２０１０，１１，５‐６．プログラム抄録集 p９７

２ 江本晶子，木村 京，坂本 匡，藤戸 博：病院薬剤師による佐賀糖尿病連携懇話会の発足と活動

報告．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム抄

録集 p１７２．

３ 江本晶子：持参薬管理における薬剤師の貢献．第７２回九州山口薬学大会．２０１０，９，１９‐２０．講演

要旨集 p８８．

４ 林 章浩，島ノ江千里，岡橋朋世，水田敏彦，藤戸 博：TPN製剤における電解質投与等に関す

る意識調査．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログ

ラム抄録集 p１５８．

５ 平野和裕，中野行孝，藤戸 博，福岡麻美，青木洋介：カルバペネム系抗菌薬使用申請と同時に感

染症医へ初回コンサルトを依頼する許可システムの有用性について．日本医療マネジメント学会

第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム抄録集 p２０７．

６ 細矢和久，緒方雅章，徳島英明，平野和裕，藤戸 博：佐賀大学病院における手術部担当薬剤師の

取り組み．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラ

ム抄録集 p２０８．

７ 清武千恵子，祖川倫太郎，河野 文，中野行孝，藤戸 博：人工股関節置換術後感染症に対する経

口抗菌薬の適正について．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，

５‐６．プログラム抄録集 p１６７．

８ 溝上泰仁，持永早希子，島ノ江千里，平野和裕，藤戸 博：外来化学療法患者を支援するための「が

ん薬物療法 薬薬連携シート」の作成．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．

２０１０，１１，５‐６．プログラム抄録集 p１７７．



９ 持永早希子，矢ケ部和美，毎熊恵子，藤戸 博，木村晋也：外来化学療法患者の情報共有手段とし

ての「マイカルテ」の作成．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，

５‐６．プログラム抄録集 p１７７．

１０ 中野行孝，河野 文，祖川倫太郎，平野和裕，藤戸 博：抗MRSA薬の適正使用に向けた取り組

み．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム抄録

集 p１６５．

１１ 緒方雅章，平野和裕，中野行孝，藤戸 博：「後発医薬品への変更可・変更不可」データの後発医

薬品採用時の指標としての利用．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，

１１，５‐６．プログラム抄録集 p１９８．

１２ 角真太郎，持永早希子，江越正芳，中野行孝，藤戸 博：外来化学療法におけるアプレピタントの

有効性と安全性の検討．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐

６．プログラム抄録集 p１０７．

１３ 竹内耕治，江本晶子，平野和裕，中野行孝，藤戸 博：佐賀大学医学部附属病院における病棟常駐

薬剤師の業務とその評価．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐

６．プログラム抄録集 p１５６．

１４ 山下奈緒美，嘉村知子，持永早希子，平野和裕，中野行孝，藤戸 博：外来化学療法における TS‐

１の処方とコンプライアンスの実態調査．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．

２０１０，１１，５‐６．プログラム抄録集 p１５８．

１５ 横尾広美，江本晶子，藤戸 博：スルファメトキサゾール・トリメトプリムの予防投与の実態と副

作用発現の関連性．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．

プログラム抄録集 p１６８．


